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井戸

「
倉
岳
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
、
１

１
月
２
６
日(

土
）
～
２
７
日(

日
）

の
２
日
間
、
倉
岳
体
育
館
一
帯
で
開
催

さ
れ
、
多
く
の
町
民
で
賑
わ
っ
た
。

倉
岳
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
倉
岳
地

区
文
化
協
会
が
共
催
。

当
日
は
、
小
春
日
和
で
汗
ば
む
陽
気

の
中
、
会
場
内
で
は
、
絵
画
や
書
道
、
バ

ラ
モ
ン
凧
、
陶
芸
品
な
ど
の
芸
術
文
化

作
品
や
農
産
物
の
品
評
会
、
ま
た
、
特

別
企
画
と
し
て
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
や
韓
国
文
化
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
設
置
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
。

一
方
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
ス

テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の

え
び
す
太
鼓
を
は
じ
め
、
小
・
中
学
生

の
合
奏
、
合
唱
そ
れ
か
ら
文
化
協
会
の

会
員
ら
に
よ
る
舞
踊
や
ダ
ン
ス
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
盛
り
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
見
物
客
ら
は
満
足
そ
う
に
見
入
っ

て
お
ら
れ
た
。

ま
た
、
屋
外
の
バ
ザ
ー
会
場
で
は
、

各
振
興
会
や
婦
人
会
、
商
工
会
な
ど
８

団
体
が
食
べ
も
の
や
花
苗
、
加
工
品
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
な
ど
を
販
売
、
ど
の

ブ
ー
ス
も
長
い
行
列
が
出
来
て
い
た
。

中
で
も
、
棚
底
地
区
振
興
会
の
『
が
ね

あ
げ
』
は
今
年
も
好
評
で
、
昨
年
の
倍

(

５
０
㌔
）
の
芋
を
準
備
し
た
に
も
拘
わ

ら
ず
、
美
味
し
い
芋
と
絶
妙
な
揚
げ
方
、

低
価
格
が
評
判
で
昼
前
に
は
早
々
に

完
売
と
な
っ
た
。

棚
底
地
区
振
興
会

会
長

稲
津
千
明

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

棚
底
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

の
観
点
か
ら
、
予
定
し
て
い
た
事
業
が

中
止
や
自
粛
、
縮
小
な
ど
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
地
域
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
は
、
文
化
作
品
の
展
示
部
門
と

合
わ
せ
て
、
３
年
ぶ
り
に
ス
テ
ー
ジ
発

表
を
観
客
の
前
で
披
露
、
出
演
者
の
熱

の
こ
も
っ
た
生
の
演
技
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
国
指
定
史
跡
棚
底
城
跡
の
関

連
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
の
早
期
建
設
と
倉
岳
山
頂

ま
で
の
登
山
道
の
整
備
に
伴
う
、
新
た

な
離
合
箇
所
の
設
置
を
天
草
市
長
へ

要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
も
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
の
終
息

が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
役
員
一
同
で

趣
向
を
凝
ら
し
な
が
ら
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

ど
う
か
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
多

き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

「がねあげ」を販売中の振興会スタッフ

倉岳小児童の息の合った合奏び 華麗な踊りに観客もうっとり 小学生らの力強い作品
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１１月末

914（-4)

１０月末

479 1,032（+3）

918

481（+2） 1,029

棚底地区振興会　　会報№２０５（５、１、１）

１１月末 １０月末

605（+4)

高齢化率
５１.３９％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 274（+1）273 601

443(+2）

1,198（+5）

宮　田 441

2,548 2,551（+3）合　計 1,193

今月の石垣散策トイレ掃除当番
体育部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

１月 １日（日）元日

１月 ３日（火）倉岳町「二十歳のつどい」

１月 ９日（月）成人の日

２月 ５日（日）天草マラソン大会

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
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９
号

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
棚
底
城

跡
に
お
い
て
、
そ
の
国
指
定
範
囲
を
示

す
境
界
標
の
設
置
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
未
来
の
世
代
に

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
史

跡
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

境
界
杭
の
設
置
は
文
化
財
保
護
法

で
定
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
素
材
や
形

状
、
大
き
さ
、
書
き
込
む
文
言
ま
で
細

か
く
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
棚
底
城
跡

で
は
、
石
造
の
杭
を
２
１
ヵ
所
に
設
置

す
る
計
画
で
す
が
、
国
指
定
範
囲
の
土

地
に
隣
接
す
る
土
地
を
お
持
ち
の
方

に
は
、
立
会
い
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
史
跡
の
保
護
の
た
め
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(

天
草
市
文
化
課

宮
崎
）

【境界標の設置イメージ】

御 報 告

長い間、皆様にご利用いた
だいて参りましたが、１２月
６日を持ちまして倉岳タク
シーを廃業いたしました。

１２月１６日（金）午後５時から倉岳小学
校を発着とする防犯パトロールを実施。
振興会、学校、防犯協会から会員や先
生、保護者などが参加し、青パト２台と
徒歩班が２組に分かれて巡回した。当
日は、寒い中、防犯チョッキを着用し、
誘導棒を持った参加者らは、児童生徒
や高齢者の安全並びに防犯意識の高
揚を目的に危険個所などをチエックを
しながらパトロールした。

２０２２．１２倉岳えびすマラ
ソン大会が１２月１８日（日）、
風が強く、横殴りの雪が舞散
る天気の中、開催された。

３キロ、１０キロに合わせて
約６９０人が、師走の倉岳路
を疾走した。棚底地区振興会
は、山本商店横に給水所を
設置し、大会本部から提供さ
れた水とアクエリアス（コロナ
禍のため食べ物はダメ）で選
手をもてなした。

今回もスピードを競う一流
ランナーに交じってユニーク
なコスチューム姿の選手が
大会を盛り上げていた。

往路約３．３㌔、復路約６.７㌔付近で
選手にとって胸突き八丁の山本商店
横に給水所を設置。部会員らは雪の
中、１０㌔コースのランナーを接待しな
がら、拍手で応援した。＝写真上

パトロール中の部会員ら

鎧兜姿で大会を盛り上げる選手


